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②翻傭
盛
饗
談
会
を
開
墨
縄
ザ

　
町
で
は
、
隔
年
実
施
し
て
い

ま
す
町
政
懇
談
会
と
市
町
村
合

併
関
係
の
説
明
の
場
と
し
て
「
町

政
等
座
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
の
今
後
の
町
の

方
針
と
し
て
、
　
「
自
立
の
道
」

と
「
合
併
の
道
」
の
2
つ
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

町政等座談会日程表

の
こ
と
を
含
め
座
談
会
を
開
催

し
て
、
広
く
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
う
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
多
く
の
方
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

期　日i対象地区 会　　　場　　糊始時間
8月18日（水）：寺　　迫！寺　迫　小　学　校　講　堂　：午後7時

8月20日（金）　仲　　深 仲深地区集落センター　i　　〃

8月21日（土） 越　　表 越表地区生活改善センター　！　　〃

8月22日（日） 小野田　　　…
小　野　　田　公　　民　館　…午前9時　　　　　　　　　　　　E

8月24日（火） 福　　瀬：福　　瀬　　公　　民　　館　1午後7時

8月25日（水） 八重原．八重原地区高齢者プラザ　　　　〃

　　　　　1W月26日（木）…鶴野内 鶴野内コミュニティセンター　．　　〃

8月27日（金）　田　　野　　　　3 田野地区集落センター　1　　〃

8月28日（土）「迫野内 迫野内地区多目的研修施設　　　　〃

8月30日（月） 羽　　坂 羽坂地区生活圏善センター 〃

8月31日（火） 坪　　谷 坪谷地区多目的研修施設 〃

9月1日（水）
下渡川…下　渡　川　集　会　施　設　t午前9時　　　r

酸穴禽

5翻（叢硲）緋優勝

　
6
月
2
7
日
（
日
）
、
平
成
1
6
年
度
の
町
消
防

操
法
大
会
が
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
下
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
部
と
も
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
出
し
き
っ
て
の
す
ば
ら
し
い
操
法
で

競
い
合
い
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
第

5
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
8
月
7
日
（
土
）
に
日
向
市
小
倉
ヶ

浜
の
消
防
訓
練
広
場
で
開
催
さ
れ
る
日
向
支
部

操
法
大
会
に
は
、
第
5
部
と
第
4
部
（
羽
坂
）

が
出
場
し
ま
す
。

【
大
会
結
果
】

優
勝
　
第
5
部
（
坪
谷
）

　
部
　
長
　
大
野
靖
文

　
指
揮
者
　
三
浦
岳
史

　
－
番
員
　
黒
木
松
博

　
2
番
員
　
那
須
博
文

操
薩
騨
懇

話6舞纏

．
2
！
騨

漆

　
3
番
員
　
三
浦
康
伸

第
2
位
　
第
6
部
（
越
廼
・
下
渡
川
）

　
部
　
長
　
谷
岡
弘
明

　
指
揮
者
　
山
床
盛
富

　
1
番
員
　
河
野
定
治

　
2
番
員
　
山
床
弘
樹

　
3
番
員
　
菊
池
康
英

第
3
位
　
第
1
0
部
（
田
野
）

　
部
　
長
　
沖
田
肇

　
指
揮
者
　
谷
口
博

　
－
番
骨
貝
　
　
土
寸
原
太

　
2
番
員
　
三
浦
辰
美

　
3
番
員
　
黒
木
喜
弘

熱

ラ
ッ
パ
隊

　
　
、
亀
、
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＜若山牧水記念文学館完成予想図

無単鰭に着工
生衆も改修

i思
置
、
、
9
、

隊

　
7
月
6
日
（
火
）
、
牧

水
公
園
内
の
若
山
牧

水
記
念
文
学
館
の
建

設
予
定
地
で
、
新
築

工
事
の
安
全
祈
願
祭

が
町
や
工
事
関
係
者

ら
約
五
十
人
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
郷
土
の
歌
人
・
若
山

牧
水
を
顕
彰
す
る
新

た
な
拠
点
と
な
る
文

学
館
は
、
木
造
平
屋

建
で
、
延
床
面
積
7

5
6
㎡
。
総
事
業
費

は
周
辺
の
景
観
整
備

も
含
め
約
3
億
円
、

来
年
4
月
に
開
館
し

ま
す
。

　
文
学
館
は
、
三
つ

の
展
示
室
や
収
蔵
室

な
ど
か
ら
な
る
棟
と

休
憩
室
を
備
え
た
棟

が
あ
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
兼
ね

た
廊
下
で
つ
な
ぎ
ま
す
。
展
示

室
に
は
、
牧
水
の
作
品
は
も
と

よ
り
、
遺
品
や
写
真
な
ど
を
使

っ
て
生
い
立
ち
を
た
ど
る
コ
ー

ナ
ー
、
中
原
中
也
と
親
交
の
あ

っ
た
詩
人
・
高
森
文
夫
氏
の
詩
集

な
ど
を
展
示
す
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
牧
水
生
家
も
老
朽
化

が
進
み
、
家
の
傾
き
な
ど
が
見

ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
解
体
し
、

使
え
る
部
材
は
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
再
構
築
す
る
保
存
修
復
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

17

N
4
月
に
は
、
修
復
が
終
わ

っ
た
生
家
を
ご
愛
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
牧
水
生
家

競
演
「
山
陰
で
育
っ
た
民
謡
家
た
ち
」

　
7
月
1
1
日
（
日
）
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
町
文
化
協
会
主

催
（
町
老
人
ク
ラ
ブ
協
催
）
こ

よ
り
、
ふ
る
里
へ
の
想
い
競
演
「
山

陰
で
育
っ
た
民
謡
家
た
ち
」
と

題
し
て
、
本
町
ゆ
か
り
の
民
謡

家
た
ち
の
唄
や
舞
踊
の
公
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
文
化
協
会
（
東

村
吉
市
会
長
）
力
　
県
内
で
も

民
謡
が
盛
ん
な
町
と
し
て
知
ら

牌
・
表
翻

れ
る
東
郷
町
の
再
認

識
と
、
民
謡
を
通
し
て
、

尚
一
層
文
化
の
充
実

向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
た
も

の
で
す
。

　
当
日
は
、
会
場
い
っ

ぱ
い
の
来
場
が
あ
り
、

盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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7
月
6
日
（
火
）
、
牧

水
公
園
前
の
河
川
プ
ー

ル
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
神
事

の
後
、
坪
谷
幼
稚
園
児

が
ア
ユ
を
放
流
し
て
、

開
放
期
間
中
の
安
全
を

願
い
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
は
、
長
さ
八

十
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を

ロ
ー
プ
で
区
切
り
、
8
月

31

冾
ﾜ
で
開
放
し
ま
す
。

　
（
悪
天
候
の
場
合
は
、

遊
泳
禁
止
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
）
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6
月
2
5
日
（
金
）
、
東
郷

町
建
設
業
・
冠
会
（
山

下
良
孝
会
長
）
は
、
C

S
R
（
企
業
の
社
会
的

責
任
）
活
動
の
一
環
と

し
て
、
町
道
の
除
草
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
企
業
の

利
潤
追
求
だ
け
で
は
な

く
、
奉
仕
の
精
神
を
も

っ
て
地
域
に
貢
献
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、

定
期
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
且
は
、
1
6
社
の

会
員
全
員
で
作
業
を
行

い
道
路
は
見
違
え
る
ほ

ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
7
月
1
2
日
（
月
）
、
鶴
野
内

　
　
前
田
の
国
道
3
2
7
号
沿
い

　
　
で
、
日
向
警
察
署
と
町
交
通

　
　
安
全
協
議
会
と
の
合
同
キ
ャ

　
　
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し

　
　
た
。

　
　
　
本
年
の
夏
の
交
通
安
全
県

　
　
民
総
ぐ
る
み
運
動
は
、
「
交

　
　
通
安
全
　
ゆ
ず
る
優
し
さ

　
　
待
つ
ゆ
と
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

　
　
町
婦
人
会
長
や
関
係
者
が
、

　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
や
飲

　
　
物
等
を
配
付
し
、
交
通
安
全

　
　
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
交

　
　
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

　
　
一
人
一
人
が
思
い
や
り
、
ゆ
と

　
　
り
を
持
っ
て
事
故
防
止
に
努

　
　
め
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

．
蓬
漁
．

、
／
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7
月
1
1
日
（
日
）

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

町
老
人
ク
ラ
ブ
（
楠
光

会
長
）
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
員
3
7
0
名
の
出

席
が
あ
り
、
功
労
者
表

彰
、
交
通
安
全
に
関
す

る
講
話
な
ど
が
あ
り
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
ふ
る
さ
と

の
文
化
に
親
し
む
」
と

題
し
て
、
本
町
民
謡
愛

好
家
た
ち
の
唄
、
舞
踊
、

三
味
線
や
冠
太
鼓
の
演

奏
も
あ
り
大
会
に
花
を

添
え
ま
し
た
。

　
7
月
8
日
（
木
）
東

郷
小
学
校
の
5
年
生
2
5
名

力
　
田
植
え
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
内
で
唯
一

東
郷
小
、
福
図
工
、
東
郷

中
の
3
校
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
学
校
給
食
に
お
け

る
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
推
進
事
業
」
の
一
環

で
、
作
業
は
、
J
A
日
向

東
郷
支
店
の
青
年
部
、
育

苗
所
や
J
A
の
職
員
と
協

力
し
合
い
、
泥
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
も
楽
し
そ
う

に
植
え
て
い
ま
し
た
。

　
秋
に
収
穫
す
る
こ
と
と

な
る
も
ち
米
は
、
お
い
し

い
お
餅
に
な
っ
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
で
も
使
わ
れ
る
そ

う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
」
・
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坪谷チーム

　
7
月
1
8
日
（
日
）
、
町

婦
人
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　
本
年
は
、
公
民
館
球

技
大
会
が
中
止
と
な
り
、

婦
人
会
主
催
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、

坪
谷
婦
人
会
が
優
勝
し
、

8
月
2
2
日
（
日
）
、
西
郷
村

で
開
催
さ
れ
る
東
臼
杵

郡
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
試
合
結
果
】

坪
谷
2
1
0
隔
日

寺
迫
2
　
0
福
瀬

坪
谷
2
　
1
寺
迫

柑　　　　、

寺迫チーム熱戦でした

＝
引

▲，；∵
一
▲＝［

…

福瀬チーム

霊∫ヲ｛彊

　
7
月
2
4
日
（
土
）
・
2
5

日
目
日
）
に
都
城
市
で
開

催
さ
れ
る
、
県
学
童
選
抜

野
球
大
会
に
福
引
小
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
「
福
瀬
ク

ラ
ブ
」
が
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
、
チ
ー
ム
の
代
表

と
し
て
6
年
生
の
川
越
牧

人
君
ら
4
人
が
町
長
に
出

場
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
推
薦
は
、
子
ど

も
た
ち
の
ひ
た
む
き
な
努

力
が
、
そ
し
て
卒
業
し
て

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
築

き
上
げ
て
き
た
実
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
と
、
皆
さ

ん
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。　
町
長
か
ら
、
「
頑
張
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
励

ま
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の

目
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

嗣
■
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6
月
2
5
日
（
金
）
、

郷
村
で
行
わ
れ
た
、

臼
杵
南
部
中
学
校
総
合

体
育
大
会
・
陸
上
競
技
で
、

東
郷
中
学
校
が
、
1
1
年

ぶ
り
に
総
合
優
勝
し
ま

し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
ト
ラ

ッ
ク
、
フ
ィ
ー
ル
ド
と

も
に
す
ば
ら
し
い
活
躍

を
み
せ
、
快
挙
を
達
成

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

で
の
上
位
入
賞
者
は
7

月
末
に
開
催
さ
れ
る
県

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

鍵奪

東南

繍騒旧

藩
　
7
月
1
0
日
（
土
）
、
山

陰
保
育
園
で
は
恒
例
の
夏

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　
保
護
者
や
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
会
場
は
大

変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
保
護
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
バ

ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
出

し
物
が
あ
り
、
ま
つ
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
打
ち
上

げ
花
火
も
あ
り
、
参
加
者

全
員
で
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
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今
月
は
寺
迫
の
田
代
久
司
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と

　
ム
フ
後
の
経
営

　
現
在
、
温
州
み
か

ん
（
ハ
ウ
ス
、
露
地
）
と

水
稲
、
千
切
り
大
根

を
組
み
合
わ
せ
た
複

合
経
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
経
営
規
模
は
温
州

み
か
ん
の
露
地
栽
培

百
五
十
ア
ー
ル
、
ハ

ウ
ス
栽
培
三
十
五
ア

ー
ル
に
早
期
水
稲
八

十
ア
ー
ル
そ
の
後
作

に
千
切
り
大
根
五
十

ア
ー
ル
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は

鷺
露
地
み
か
ん
園
が
老
朽
化
し
て
い

る
の
で
一
部
に
ハ
ウ
ス
日
向
夏
の
導

入
を
行
い
、
経
営
の
安
定
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
一
声

　
今
月
は
寺
迫
の
寺
迫
に
お
住
ま

い
の
田
代
久
司
さ
ん
を
訪
問
し
て

取
材
し
ま
し
た
。

　
田
代
さ
ん
宅
は
祖
母
、
ご
両
親
、

ご
夫
婦
に
娘
さ
ん
二
人
の
七
人
で

お
暮
ら
し
で
す

　
田
代
さ
ん
は
露
地
温
州
み
か
ん

百
五
十
ア
ー
ル
と
ハ
ウ
ス
み
か
ん

三
十
五
ア
ー
ル
に
早
期
水
稲
八
十

ア
ー
ル
、
千
切
り
大
根
五
十
ア
ー

　
　
ル
の
複
合
経
営
を
さ
れ
て
い

蒙
，
㍉
』

　
頑
　
　
　
、

ま
す
。
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は

施
設
ぶ
ど
う
も
栽
培
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
が
竜
巻
で
ハ

ウ
ス
の
被
害
を
受
け
現
在
の

み
か
ん
を
中
心
の
経
営
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

お
父
さ
ん
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
三

棟
の
経
営
を
別
途
さ
れ
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
現
在
、
ハ

ウ
ス
み
か
ん
の
収
穫
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
そ
の
状
況
を
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
価
格
は
五

k
9
で
二
千
円
程
度
で
ま
あ
ま
あ

と
の
事
で
し
た
。
ハ
ウ
ス
み
か
ん
は

極
早
生
の
日
南
一
号
八
ア
ー
ル
、

興
津
早
生
十
五
ア
ー
ル
、
上
野
十

ニ
ア
ー
ル
の
三
十
五
ア
ー
ル
で
極

早
生
は
糖
の
乗
り
が
良
く
な
か
っ

た
が
興
津
、
上
野
は
糖
度
が
十
二

度
以
上
と
品
質
が
よ
い
と
の
事
で

し
た
。

　
露
地
の
温
州
み
か
ん
は
今
年
は

裏
年
で
あ
る
が
田
代
さ
ん
と
こ
ろ

は
果
実
の
な
り
方
が
多
く
価
格
が

よ
い
と
楽
し
み
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
早
期
水
稲
は
年
々
収
量
が
減
っ

て
い
る
が
後
作
の
千
切
り
大
根
が

昨
年
は
A
品
が
多
く
良
か
っ
た
。

　
今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は
み
か

ん
園
が
老
朽
化
し
て
き
た
の
で
施

設
の
日
向
夏
み
か
ん
を
導
入
し
て

経
営
の
安
定
に
努
め
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
経
営
に
つ
い
て

は
記
帳
し
て
把
握
は
し
て
い
る
が

現
在
奥
様
が
パ
ソ
コ
ン
の
研
修
を

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。　
田
代
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
導

入
さ
れ
奥
様
が
パ
ソ
コ
ン
の
研
修

を
受
け
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が

パ
ソ
コ
ン
は
先
ず
慣
れ
る
事
が
大

切
で
す
。
そ
し
て
い
か
に
継
続
す

る
か
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
経
営
管
理
が
早
く
実
現

さ
れ
る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

も
み
す
り

　　

@　

g
合
表
彰

　
坪
谷
の
富
山
三
義
さ
ん
が
、

も
み
す
り
業
の
技
術
の
練
磨
向

上
に
精
進
さ
れ
、
産
米
改
善
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

宮
崎
県
も
み
す
り
業
組
合
連
合

会
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
富
山
さ
ん
は
、
適
期
刈
り
入
れ
、

カ
メ
ム
シ
防
除
な
ど
を
実
践
さ

れ
る
と
と
も
に
、
啓
発
活
動
に

も
熱
心
で
、
農
家
か
ら
預
っ
た

大
切
な
お
米
を
、
誠
心
誠
意
を

も
っ
て
管
理
し
、
も
み
す
り
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

坪
谷
・
富
山
三
義
さ
ん

鞘
師
だ
壷

　
7
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
6

頭
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
雌
子
牛
の
部

　
坪
谷
　
岡
村
賢
一

　
か
つ
こ
一
の
1
号
　
優
等
賞
首
席

　
坪
谷
　
矢
野
義
美

　
は
る
よ
5
号
　
　
優
等
賞
4
席

　
羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ

　
か
つ
ふ
く
1
0
1
号
　
　
参
等
賞

　
去
勢
の
部

　
迫
野
内
　
黒
木
ク
ニ
カ

　
黒
木
7
6
号
　
　
　
　
　
2
等
賞

　
羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ

　
勝
福
1
0
3
号
　
　

2
等
賞

　
団
体
成
績
　
5
位

　
家
畜
審
査
協
議
会
　
女
性
部

　
優
勝
　
高
尾
ふ
さ
美

旧
几
二
仏
m
郡
＋
巾
ロ
0
0
評
r
△
五

　
雌
子
牛
の
部

　
庭
田
　
黒
木
国
寛

　
く
み
5
号
　
　
　
　
　
弐
等
賞

910國駆肝
銅｝

]ロ纒難
……
c

嘩

一
＝

一＝
胃
＝

職

＝細＝

錘錘5

瀟
、
、9
蕩伊

凱西
m
）

　
　
一

　　んぼに入っていたら、　「気持ち悪い」と子供達が言いました。確かに、　　、　　．一　　　　＿　一　　　一

　　足に当たる泥水の感触がちょっと不騰でしたが論たいぬかるみ、元凶　．夢。　　＼

響与盤襟藷1脚翻芸讐1∵難1・‘’灘艘耀盛

　　作る人も、少なくなっています。子供達は、タロイモを植える機会　　．．一．

　　はほとんどないと思いますが、私は小さい頃、両親が農業をしてい　．

　　たので、よく畑でタロイモを作りました。そのタロイモをいつも食　　藍．

難膿犠欝礪篇溝嚢、臨ぞ㌔で作られた夕・イモを飾・軌ま

撫衝心1交書諜ll器諜搾費㌶警鐘窪薩醜一重

あ舘聾一輪器倒置一葉麟も作りました．つま・拍分達の食べ翻は自燵

　　の隷二謡窃蜘イモの田ん、までした．小さ順作った経験力・あったので汰丈夫だろうと思

　　いましたが潤んぼの締はとても大変でした．毎日3時間、田んぼに入って夘イモを植えたり・肥料を

入れたりしました・雨が降らなくて／llの ﾑ舗譜・讃誰謙鵬璽矯t泥甲んぼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勉強で疲れているときも畑をしなくちゃならないと．みんな文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　句を言いましたが、私は田んぼに入っていたら一日の疲れが取れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。勉強でも仕事でも、外に出ることがなくなると、人間に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良くないと思います。ちょっとでも自然の中に入るとストレスや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悩みがなくなりますよね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月に、自然に触れることの少ない東京の友人が遊びにきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友人を福瀬に連れて行って．　「ほら、私が植えたよ！」と小さな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田んぼを指さして言いました。　「サラが植えたのは、誰かが食べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るわけ？！」と言われましたが、きっとおいしいお米ができると思

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。 （
㌦
、
㌣

（
リ
ハ
ご
ノ

短
歌
尾
時
短
歌
会

老
い
し
身
の
独
り
歩
き
は
気
掛

か
り
と

夜
光
の
た
す
き
妻
は
奨
め
る

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
二
男

た
え
ま
な
き
雀
の
声
の
収
ま
り
て

み
ど
り
増
す
山
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

田
干
し
の
済
み
た
る
前
の
田
に

水
張
り
ぬ

芽
吹
く
冠
岳
の
写
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

平
凡
は
幸
せ
な
り
き
老
い
夫
の

入
院
に

暮
ら
し
の
歯
車
狂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

細
長
き
川
面
に
カ
ヌ
ー
浮
か
び
る
て

岡
の
公
園
に
緑
の
そ
よ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

幼
孫
に
誤
魔
化
さ
れ
し
も
そ
の

知
恵
の

深
き
を
思
い
一
人
笑
い
す

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

夜
半
覚
め
て
か
す
か
な
雨
音
聞

き
て
お
り

遠
く
住
む
娘
の
誕
生
日
近
し

　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

わ
が
家
に
並
ぶ
右
左
の
変
わ
り

き
て
文
具
店
パ
チ
ン
コ
屋
店
を
閉
じ

た
り
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

初
給
料
を
孫
の
供
へ
し
仏
壇
に

微
笑
む
母
の
今
日
は
初
七
日

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

親
と
子
の
絆
の
疎
き
世
と
な
る
か

友
を
た
や
す
く
殺
す
世
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

病
院
の
待
合
室
に
語
り
み
て

五
十
年
前
の
友
と
知
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

音
も
な
く
五
月
雨
の
降
る
夜
は

寂
し
逝
き
し
弟
の
面
影
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

若
き
日
の
雪
中
登
山
に
道
を
迷
い

星
を
頼
り
し
吾
が
若
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

吹
き
上
げ
る
潮
風
が
心
を
洗
ふ

ご
と
し

沖
を
行
く
船
は
や
灯
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

耳
川
を
渡
る
る
朝
の
霧
ふ
か
く

牧
水
の
里
に
夏
近
づ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

O
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一番低い椎

葉村より約
1人当たり医療費の県内上位5、 下位5の市町村 1 3万円

〔単位＝円〕
｛曰い。

500，000

428909
425，778 423，928

4η，811 417，532

400，000
一　　　．一369，561 一 一

正．
@厄

330，622
323，304 319，745

300，000
語

@　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一

305，227

@．

299」32　　一

200，000

浄
丁

南 東 日 西 串　　　　県 高 北 清 川 椎
郷 郷 南 郷 間　　　　平 鍋 浦 武 南 葉
町 町 市 村 市　　　　均 町 町 町 町 村

　15年度の東郷町の国民健康保険における「1

人当たり医療費」は約43万円でした。これは、

県内で2番目に高い費用額で、1番低い椎葉村

とは約13万円の大きな差があります。

　日向管内市町村では、2位の西郷村、3位の

北郷村と比較しても、東郷町は1～3万円高

くなっています。

　15年度の総医療費は11億2千万円で、過去5

年間で一番高く、年々増加しています。この

医療費は、皆さんが納める保険税と補助金等

　　　　　日向管内市町村の1人当たり医療費
〔単位：万円〕

45

40

35

30

25

20

椎
葉
村

門
川
町

日
向
市

県
平
均

諸
塚
村

南
郷
村

北
郷
村

西
郷
村

東
郷
町

と窓口で支払う負担金とでまかなわれています。当然、医療費が増加すれば、皆さんが納める

保険税を値上げせざるを得なくなります。

』
屠

鳶　

H
讐

　保険税は、その年の医療費総額を推計し、国などの補助金などを差

し引いた額を保険税として各世帯に割り当てます。

　一世帯当たりの保険税額は、次の4項目を組み合わせた計算によっ

て、一世帯ごとの年間保険税が決まります。

医療費を大切に使うために
　　　　出来る事を考えましょう1

1．かかりっけ医をもちましょう

2．お医者さんのかけ持ちはやめましょう

3．お薬をたくさん欲しがるのはやめましょう

4．日頃から健康づくりを心がけましょう

，’ @・　　観　σ ’「 撃．・＝ c　　．　1

平等割 一世帯いくらと計算した額

均等割 加入者1人当たりいくらと計算した額

所得割 各世帯の収入に応じて計算した額

資産割 各世帯の資産に応じて計算した額

茎3縞” D　　；層し・・≡

平成16年度　後期集団検診日程表
　平成16年度後期の集団検診を下記のとおり行います。今年度、下記検診を受診していない

方は、都合の良い会場で受診して下さい。

　検診は、病気の早期発見に欠かすことができません。健やかな毎日を送るために1年に1回

は必ず受診しましょう。

期　　日 結　核 大腸がん 胃がん 子宮がん 乳がん 会　　　　場 受付時間
7月28日（水） ○ ○ 越　表　体　育　館 9：30～9：50

〃 ○ O 下渡川集会施設 10：10～10：20

〃 ○ O 町営住宅坪谷本村団 10：50～11：10

〃 ○ ○ 地 11：20～11：30

〃 ○ ○ 亭亭地区集落センター 11：40～12：00

〃 ○ ○ 羽坂地区生活改善センター 113：10～13：30

　　 ○
○
○
○

i 　　　　　　　1c野地区集落センター…13：40～14：00

ﾟ野内道の駅「さくら館」
Ii14：10～14：20

〃 o　… ○
1

八重原地区高齢者プラザ　　　　　　　i 14：30～14：50

〃 O　I ○ 迫野内地区多目的集会施設 15：00～15：20

7月29日（木） O　l ○ 1 や　す　ら　ぎ　館・ 9130～9：50

〃 ○ ○ 1 福　瀬　公　民　館 10：20～10：40

〃 ○ ○
1

庭　田　公　民　館 11’00～11●20

8月3日（火） ○　； 山ノロ集落センター 7：30～8：00

〃 ○ ○ 牧　　　　水　　　　庵 9：00～9：30

〃 ○ 〃 10：30～11：00

〃 ○ ○ 越　表　体　育　館 13：00～14：00

〃 ○ ○ や　す　ら　ぎ　館 15：30～16：00

〃 ○ 山ノロ集落センター 17：30～18：30

8月4日（水） 0 寺　迫　連　絡　所 7：30～8：00

8月5日（木） 0 や　す　ら　き　館 7：30～8：00

8月の行事予定表

傭書魑

や
す
ら
ぎ
館

倉
6
9
1
3
3
6
7

受診上

扇

結 核

大腸がん

胃がん

子宮がん

乳がん

な　　し

200円

500円

8月地区巡回健康相談

400円

900円

期　日　　　場　　　所　　　受付時間 期　日 会　　　　場 受付時間

2日（月）
大谷地区営農研修センター 9：30～10：00

ちびちびCLUB 小野田多目的集会施設 13＝30～14：00

3・17日（火）やすら　ぎ館　　10：00～12：00 9日（月） や　す　ら　ぎ　館 9：30～10：00

リ　ハビ　リ　教室 山ノロ集落センター 10：00～10：30
18日（水）

落　鹿　公　民　館 13：30～14：00
19日（木）シルバーセンター　　10：00～10：10

中　尾　公　民　館 10：00～10：30

乳児健康診査
20日（金）

庭　田　公　民　館 13：30～14：00

11日（水）やす　ら　ぎ館　　12：30～13：00 長　崎　集　会　所 9：30～10：00

24日（火） 日　田　尾　集会　所 11：00～11：30

3歳児健康診査 広瀬生活改善センター 14：00～14：30

11日（水）やすら　ぎ館　　13：00～13：30
25日（水） 福瀬下村公民館 9：30～10：00

鳥　川　公　民　館 13：30～14：00

さくらんぽの会 中野原営農センター 9：30～10：00
27日（金）

26日（木）やす　ら　ぎ館　　　　10：00 中野原1地区コミュニティセンター 13：30～14：00

躍・・し・　＝＝。亀　　養…

　
6
月
2
4
日
（
木
）
、
す
こ
や
か

東
郷
を
つ
く
ろ
う
会
（
小
林
喜

三
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、

①
本
町
の
2
1
世
紀
に
お
け
る
健

　
康
づ
く
り

②
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

③
医
療
費
抑
制
対
策

　
に
つ
い
て
協
議
し
、
「
中
山
間

地
の
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
」

に
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

て
い
く
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
、
県
内
で
も
高
い
医

療
費
の
状
況
の
説
明
等
が
な
さ
れ
、

本
年
度
の
活
動
計
画
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
（
都
城
保
健
所
地
域
保
健
課

主
査
）
酒
元
誠
治
氏
か
ら
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

・． �f D　　薩「‘ド麓 ●● @・●　．

す
ご
や
か
東
郷
を

　
つ
く
ろ
う
会



門門翻
♂

顯慧購需糊｝の提出瞭す
上記手当の受給者は、毎年、その前年の所得等について届け出なければなりません。

届出が遅れた場合、手当が支給されなくなる場合がありますのでご注意下さい。

対象者には通知書を郵送しますので、次の期間にやすらぎ館にて手続きを行って下さい。

○児童扶養手当・特別児童扶養手当
　　受付期間　　8月11日（水）～20日（金）

　　　　　　　　※詳しくは、保健福祉課福祉係（電話69－3367）まで。

児童手当が小学校3年生まで拡大されます
　平成16年4月1日から児童手当制度が拡充され、支給対象年齢が現在の義務教育就学前（6歳到達後最初の年度

末）までから、小学校第3学年修了前（9歳到達後最初の年度末）までに拡大されます。
新たに児童手当を受けようとされる児童の保護者の皆様については、下記のとおり認定請求等の手続きが必要と
なります。

　なお、改正に伴う新規認定請求等は、平成16年9月30日まで受け付けたものに限り、特例的に4月1日（ま

たは支給要件に該当した日）に遡って支給されます。

　平成16年3月まで当該児童に係る児童手当等を受給していた保護者の方は、特段の手続きは必要ありません。
但し、6月分以降については現況届の提出が必要です。

　上記に該当しない保護者の方で受給資格がある場合は、認定請求が必要になります。　（下記参照）

　現在、児童手当等を受給していない保護者の方は新規認定請求、現在すでに就学前児童について児童手当等を
受給されている保護者の方は額改定認定請求が必要となります。なお、請求書のほか、新規認定請求に必要な添
付書類は、

　・健康保険被保険者証の写し等（請求者が厚生年金加入者等の場合）
　・所得証明書（4・5月分については、平成15年1月1日に本町に住所がなかった場合）

　　　（6月分以降については、平成16年1月1日に本町に住所がなかった場合）

　などとなっています。

　※所得が一定額以上の場合、児童手当が支給されない場合があります。

詳細につきましては、保健福祉課（電話69－3367）までお問い合わせ下さい。

「国土保全大使」体験モニターツアー　～山・水・人発見～
　耳川流域の日向・東臼杵南部8市町村で構成する耳川流域国土保全協議会では、山・水・人とのふれあいを通
して国土保全に関心を持っていただくために1泊2日の体験モニターツアーを行います。
そば打ち体験・枝打ちの林業体験や山の歴史や文化を学びます。

　開催日時：平成16年10月16日目土）9：30分発から17日（日）17：30着（日向市役所発着）

　　　　　東郷町役場発一午前10時
　行き先：椎葉村（上椎葉地区他）
　対　　象：日向・東臼杵南部市町村圏域の小学校5年生以上の住民
　　　　　　　【小・中学生は要保護者同伴】
　募集人員：圏域全体で50名（応募多数の場合は抽選）
　参加費：（宿泊・食事代・保険代含む）小・中学生1，500円一般3，000円

　申込締切：平成16年9月17日号金）

　決定通知：平成16年10月8日（金）までに通知いたします。

　申込み・問い合わせ連絡先：耳川流域国土保全協議会事務局
　　　　　　　　　　　　東郷町農林振興課林政係　電　話69－3908　（内線61・62）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX69－2398

　　，・．　‘．　　，・　　　　．．．1・，腫　　　　　　・・．写””．＝＝・壱、・齪　　㊥　・●．

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
1
4
日
（
士
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
一
ぱ
な
し
』
よ
り

「
う
ば
す
て
山
」
　
「
芋
ほ
り
長
者
」

「
だ
ん
だ
ら
ば
っ
ち
」

「
ム
カ
デ
の
使
い
」

☆
2
8
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
屍
ひ
り
女
房
」
「
旅
人
馬
」

「
八
郎
潟
の
八
郎
」

「
猿
の
恩
返
し
」

慈
⑩覇鈴

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
祭

　
毎
年
8
月
は
「
人
権
啓
発
強

調
月
間
」
で
す
。
こ
の
間
の
取

組
み
と
し
て
、
映
画
祭
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で

是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
8
月
7
日
（
土
）

　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～

■
と
こ
ろ
　
さ
く
ら
館

1
、
み
ん
な
友
だ
ち
（
ア
ニ
メ
）

さ
く
ら
館
の
休
館
日

2
日
・
9
日
・
1
6
日
・
2
3
日
・
3
0
日

そ
の
他

・
I
C
O
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

・
薩
摩
燃
ゆ
　
　
　
安
部
竜
太
郎

・
パ
ン
ド
ラ
・
ア
イ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
在
昌

・
Q
＆
A
　
　
　
　
恩
田
　
陸

・
コ
イ
ン
・
ト
ス
　
　
幸
田
真
音

・
花
篭
の
櫛
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

・
乱
句
案
作
家
黒
の
謎

　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
海
　
章

・
誰
で
も
な
い
男
の
裁
判

　
　
　
　
　
　
A
・
H
・
Z
・
カ
ー

・
い
っ
か
物
語
に
な
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
上
　
紀

・
一
階
で
も
二
階
で
も
な
い
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
江
敏
幸

・
そ
の
女
の
名
は
魔
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

騒

一
般
図
書

震

・
ミ
サ
コ
、
三
十
八
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
群
よ
う
こ

　
ミ
サ
コ
、
3
8
歳
。
独
身
、
文
芸
誌

の
副
編
集
長
。
作
家
と
の
つ
き
あ
い
、

原
稿
読
み
、
部
下
の
面
倒
な
ど
忙

し
い
毎
日
。
さ
ら
に
一
人
暮
ら
し
の

父
に
妹
の
結
婚
問
題
…
。
女
・
3
8
歳

は
微
妙
な
年
頃
な
の
だ
！
　
働
く

女
性
の
真
実
と
切
実
さ
を
、
鋭
く

暖
か
く
描
く
。

不り

2
　
み
ん
な
で
跳
ん
だ
（
ア
ニ
メ
）

3
　
ベ
ー
ス
ポ
ー
ル
キ
ッ
ズ
（
実
写
）

児
童
図
書

・
時
の
町
の
伝
説

　
　
　
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
あ
そ
び
の
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
洋
子

　
（
小
学
生
対
象
）

・
コ
コ
の
森
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
あ
り
え

　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
鳥
の
巣
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
ま
も
る

　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
絵
事
典

　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

　
　
　
　
ル
ー
シ
ー
・
カ
ズ
ン
ズ

な
け
な
い
ち
つ
ち
ゃ
い
か
え
る

　
　
　
　
　
や
ま
う
ち
か
ず
あ
き

う
ん
ち
　
　
二
ー
ル
・
レ
イ
ト
ン

え
ん
に
ち
奇
想
天
外

　
　
　
　
　
　
つ
ち
だ
の
ぶ
こ

赤
い
カ
ヌ
ー
に
の
っ
て

　
　
　
　
ベ
ラ
・
B
．
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

じ
ゅ
う
に
ん
の
ち
い
さ
な
ミ

イ
ラ
つ
こ

　
　
　
　
G
．
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
カ
ラ
ス

　いメ
　キイ
　ヤシ
　≧i
ルフち

上
海
迷
宮
　
　
　
内
田
康
夫

バ
ン
ビ
の
剥
製
　
　
鈴
木
清
剛

野
川
　
　
　
　
　
古
井
由
吉

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド

　
　
　
　
　
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

輪
回
屋
糸
里
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
浅
田
次
郎

脳
み
そ
の
研
究
　
　
阿
刀
田
高

淫
ら
な
罰
　
　
　
岩
井
志
麻
子

ス
ペ
ー
ス
　
　
　
　
加
納
朋
子

自
転
車
少
年
記
　
　
竹
内
　
真

シ
ー
ボ
ル
ト
の
眼

　
　
　
　
　
　
ね
じ
め
正
一

令
嬢
テ
レ
ジ
ア
と
華
麗
な
る

愛
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
藤
本
ひ
と
み

長
崎
乱
楽
坂
　
　
　
吉
田
修
一

し
な
や
か
に
し
た
た
か
に

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一

卒
業
　
　
　
　
　
重
松
　
清

え
ほ
ん

・
三
び
き
の
コ
ブ
タ
の
ほ
ん
と
う
の
話

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
・
ス
ミ
ス

・
メ
イ
シ
ー
ち
ゃ
ん
の
た
の
し

・
怪
物
ガ
ー
ゴ
ン
と
、
ぼ
く

　
　
　
　
ロ
イ
ド
・
ア
リ
グ
ザ
ン
ダ
i

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
ゲ
ド
戦
記
外
伝

　
　
　
　
　
　
ル
ー
ー
グ
ウ
ィ
ン

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

第
5
0
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

☆
小
学
校
低
学
年
の
部

・
こ
の
は
の
お
か
ね
、
つ
か
え
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
茂
市
久
美
子

☆
小
学
校
高
学
年
の
部

・
救
出
　
　
　
　
　
木
暮
正
夫

・
海
で
み
つ
け
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
八
束
澄
子

・
す
て
ね
こ
タ
イ
ガ
ー
と
家
出

　
犬
ス
ポ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
リ
ブ
・
フ
ロ
ー
デ

・
う
み
べ
の
ス
テ
ラ

　
　
　
メ
ア
リ
ー
”
ル
イ
ー
ズ
・
ゲ
イ

・
き
ら
め
く
船
の
あ
る
と
こ
と

　
　
　
　
　
　
ユ
ッ
タ
・
ビ
ユ
ツ
カ
i

・
い
な
い
よ
い
な
い
よ
い
ま
せ
ん
よ

　
　
　
　
　
　
ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ

・
か
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
内
田
麟
太
郎

・
ひ
・
み
・
つ
　
　
　
た
ば
た
せ
い
い
ち

・
あ
ら
ま
つ
！
　
　
ケ
イ
ト
・
ラ
ム

・
こ
う
さ
ぎ
ジ
ャ
ッ
ク
し
っ
ぽ
は
ど
こ
？

　
　
　
　
　
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
・
ワ
ッ
ツ

・
ち
い
さ
な
赤
い
と
う
だ
い

　
　
　
　
ヒ
ル
デ
ガ
ー
ド
・
H
．
ス
ウ
ィ
フ
ト

・
い
っ
か
き
っ
と
み
つ
か
る
さ
！

　
　
　
　
　
マ
ー
ク
・
ス
ペ
リ
ン
グ

・
ね
が
い
ぼ
し
か
な
え
ぼ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
孝

・
お
ば
け
む
ら
　
　
　
田
島
征
三

・
ね
え
だ
っ
こ
し
て
　
田
中
清
代

・
マ
マ
が
お
う
ち
に
か
え
っ
て
く
る
！

　
　
　
　
　
　
ト
メ
ク
・
ボ
ガ
ツ
キ

・
し
ろ
い
う
さ
ぎ
が
や
っ
て
き
て

　
　
　
　
　
　
　
エ
リ
ッ
ク
・
バ
デ
ュ

第
5
0
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

☆
小
学
校
低
学
年
の
部

・
き
つ
ね
の
か
み
さ
ま
　
酒
井
駒
子

・
し
ゅ
く
だ
い
　
い
も
と
よ
う
こ

☆
小
学
校
中
学
年
の
部

・
ず
い
と
ん
先
生
と
化
け
の
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
義
史

・
よ
み
が
え
れ
、
え
り
も
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
三
郎

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

ll露塾　：箋・ら　圭…≡ 自” @　　ぎ望「… 國’。．



肇衡翻
軽スポーツ休験してみませんか？

　『最近運動してないなあ～！』と感じているアナタ。スポーツの秋はもう目の前。こんな時だからこそ、体を

動かしてみませんか？東郷町体育指導委員が、下記のとおり地区を巡回し軽スポーツ教室を開催します。

参加を希望される方は、教育委員会生涯学習係（電話69－3909）までお申込ください。

▲
5

’．

A
潅

日　時

会場
内　容

対象者

受講料

定　員

10月中の毎週月曜日　19時30分～21時00分

福瀬小学校体育館

10月4日（月）◎ストレッチ、チャレンジ

　　　　　　　ザ・ゲームほか

10月11日（月）◎玉入れ、ショートテニスほカ

10月18日（月）◎玉入れ、ミニバレーほか

10月25日（月）◎玉入れ、ショートテニスほ力

町内在住の方

※小中学生は保護者同伴で参加ください。

無料

※参加者はスポーツ保険等加入しておくこと。

25名　※先着順とさせていただきます。

一一

v

▲
四

二

，匿会

日　時

会場
内　容

対象者

受講料

定　員

9月中の毎週月曜日　19時30分～21時00分

坪谷中学校体育館

9月6日（月）◎ストレッチ、チャレンジ・

　　　　　　　ザ・ゲームほか
9月13日（月）◎玉入れ、ショートテニスほか

9月20日（月）◎玉入れ、バドミントンほか

9月27日（月）◎ショートテニス、バドミン

　　　　　　　トンほか
町内在住の方

※小中学生は保護者同伴で参加ください。

無料

※参加者はスポーツ保険等加入しておくこと。

25名　※先着順とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　「夏休みに青少年問題の対策を！！」

　町青少年健全育成町民会議では、青少年のあらゆる問題に対して取り組みをしています。

また、子供が夏休みに入り、とかく問題の起こりやすい時期となります。家庭で・学校で・地域で問題が未然に
防げるよう、日頃から注意することが特に必要です。

また、大人が子供を注意するだけではなく、『大人が子供の手本』になることが子供にとって最も必要なことで
もあります。

地域全体が安心して生活できるよう、みんなで手を取り合って取り組みましょう。

有害園書類自動画数機r3ない運動』

1設置場所を貸さない
　　2　自動販売機を置かせなし、

　　　　　3有害図書を買わない
　　　　　　．Oo　　　　《．じ’

騰鱈
　　　　　○
「セールスマンから1自動販売機を

置きませんか。」という話があった

けど、よく分からないので誰かに相
談してみたい。」

ズr：；．

鯉噂
馨

萄転，

ソ尾 ｱ二’

吸

　　／
・i

「子どもの通学路に、青少年に有害

な本やビデオが入った自動販売機が
あって、困っている。j

》宮崎県生活環境部　女性胃少年課少年対策班

中部地区（中央福祉相談センター）　　　胃少年指導員

南那珂地区（中央福祉相談センター南那珂駐在室）

都北地区（北・西諸県福祉事務所）

西諸地区（北・西諸県福祉事務所小林駐在所）

児湯地区（児湯福祉事務所）

東臼杵地区（東∈ヨ杵福祉事務所〉

西臼杵地区（西臼杵支庁福祉課）

智0985－26－7041

君0985－26－1551

日0987－23－3771

智0986－23－4520

80984－a3－2156

30983－22－1姻

5巳0982－32－61a2

容0982－72－2193

宮崎県・（社）實崎県清娑年育成県民会議

持つ子ども

特つ子ども

隷籔
　乱めφう

　【臼指す子ども像】

　　○　ふるさとを愛し．自分

　　○　夢や希望を旧き．社会1

野慧
　　　　　　　　　　艮彗穫をしつ聖ナよう

　順えぱ
0　朝こ転をしっかり璽へさぜよう

O　一日のはじまりは、　　まよう

O　我爆することも甕えさ巨よう

○みん騒て顔8をずる幽間を己とう

○　家庭学習の　Pをつけさぜよう

0生き物との　　＝㌧、をさせタう

C　夢つ人肯を　　杭うん7）爆を克こう

Q　家事や片づDなごの羊・号い斉耳に｛ろ

．
乙
f
二
一

こ
さ
‡
㌧

塁
．
シ
て

マ、

逑

アつ

ﾜ
ヌ
げ
　
　

講
㌧

隷論膨
　07Σか学　をしトー

　　　」，納Vゴびe5叩．揖謁　2く∫α」．レーら鴫　　　」“ξヨ～

と．0　地域のよさに駐れさせよう、

　Q　　　　時間を大切にしよう
　○瞳甥郎験学壽’インターンシップ（戟箋体験，ξF進めよ一

脈幽魂
　　倹えほ
O　走ったり、歩いたりして体を

O　笑頚のあいさつ運塾をしよう、

○　一三をしっかり⊂分からセよう．

○　「読むここ∴礁くこ　　語すご

　．計糞すること．など叩力を定看さ

9海灘蓬1雛　　づ噸　柴：
……
O

4

一
＝

藷一
二

鴨転
＝
＝血麟

東郷町観二二二目1轍謡丁丁3回曝力遡
　
町
観
光
協
会
で
は
、
次
に
よ
り

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。〈
テ
ー
マ
〉

東
郷
町
の
四
季

　
牧
水
の
ふ
る
さ
と
東
郷
町
の
自

然
、
景
観
、
名
所
、
史
跡
、
文
化

財
、
祭
り
、
伝
統
芸
能
、
イ
ベ
ン

ト
を
題
材
に
し
東
郷
町
の
魅
力
を

表
現
す
る
作
品
。

〈
作
品
規
格
〉

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
切
（
ワ
イ
ド

四
切
可
）
の
単
写
真
（
デ
ジ
タ
ル

写
真
、
ワ
イ
ド
判
、
台
紙
、
縁
付

き
作
品
、
合
成
写
真
は
不
可
。
）

※
被
藍
玉
体
の
肖
像
権
侵
害
に
あ

　
た
ら
な
い
よ
う
十
分
留
意
し
て

　
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
期
間
及
び
応
募
方
法
〉

撮
影
期
間

　
平
成
1
5
年
1
0
月
～
平
成
1
6
年
9

月
ま
で

応
募
期
間
（
締
切
日
）

　
平
成
1
6
年
9
月
1
0
日
～
平
成
1
6

年
1
0
月
1
3
日
ま
で

　
所
定
の
応
募
票
に
ご
記
入
の
上

作
品
毎
に
裏
面
に
張
り
付
け
下
記

へ
郵
送
、
若
し
く
は
主
催
者
へ
持

ち
込
み

注
：
締
切
日
の
消
印
は
有
効
で
す
。

〈
応
募
資
格
〉

（
1
）
　
資
格
は
、
プ
ロ
、
ア
マ
問

い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
ご
自
由

に
応
募
で
き
ま
す
。

（
2
）
応
募
点
数
は
、
自
由
、
但
し
、

未
発
表
か
つ
本
コ
ン
テ
ス
ト
意
外

に
発
表
の
予
定
の
な
い
も
の
に
限

る
。

〈
審
査
結
果
発
表
〉

平
成
1
6
年
1
0
月
下
旬
頃
　
　
（
入
賞

者
に
は
直
接
通
知
い
た
し
ま
す
）

〈
表
彰
〉

牧
水
の
里
の
秋
祭
り
当
日
（
平
成

16

N
H
月
7
日
）
会
場
に
お
い
て

表
彰
い
た
し
ま
す
。

○
金
賞

賞
状
及
び
賞
金
　
　
5
0
、
0
0
0
円

○
銀
賞

賞
状
及
び
賞
金
　
3
0
、
0
0
0
円

○
銅
賞

賞
状
及
び
賞
金
　
1
0
、
0
0
0
円

○
入
選

賞
状
及
び
賞
金
　
　
5
、
0
0
0
円

〈
応
募
作
品
の
活
用
〉

　
秋
祭
り
で
の
展
示
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
及
び
各
種
観
光
P
R

等
に
活
用
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

（
1
）
入
賞
・
入
選
作
品
の
著
作
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
入
賞
・

入
選
者
に
は
原
板
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
（
返
却
は
し
ま
せ
ん
）

原
板
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
入

賞
・
入
選
を
取
り
消
し
ま
す
。
ま

た
応
募
作
品
は
一
切
返
却
し
ま
せ

ん
。
（
2
）
応
募
違
反
の
場
合
は
発
表
後

で
も
入
賞
・
入
選
を
取
り
消
し
ま

す
。

〈
応
募
、
お
問
合
せ
先
〉

〒
8
8
3
1
0
1
9
2

　
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
東
郷
町
大
字

　
山
陰
丙
1
3
7
4
番
地

　
東
郷
町
観
光
協
会
「
写
真
コ
ン
テ

　
ス
ト
」
係
（
役
場
企
画
調
整
課
内
）

　
電
話
　
0
9
8
2
i
6
9
1
3
9

　
0
1

　
平
成
9
年
の
台
風
1
9
号
に
よ
る

洪
水
災
害
か
ら
、
7
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
県
の
方
で
河
床
の
掘

削
、
　
一
部
築
堤
工
事
も
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
、
築
堤
で
は
、
洪
水
か
ら

集
落
を
守
る
こ
と
が
困
難
な
地
域

に
つ
い
て
、
国
の
新
規
事
業
で
あ

る
「
水
防
災
対
策
特
定
河
川
事
業
」

の
採
択
を
受
け
、
住
宅
を
嵩
上
げ

す
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
9
年
の
台

風
1
9
号
に
よ
る
洪
水
の
高
さ
を
も

と
に
、
県
が
「
災
害
危
険
設
定
水

位
」
を
定
め
、
そ
の
設
定
水
位
以

下
に
あ
る
住
宅
を
嵩
上
げ
す
る
も

の
で
す
。

　
事
業
の
実
施
に
伴
な
い
「
災
害

危
険
設
定
水
位
」
以
下
の
区
域
を

建
築
基
準
法
に
基
づ
い
て
「
災
害

危
険
区
域
」
に
指
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
「
災
害
危
険
区
域
」
の
指
定
に

よ
り
、
区
域
内
で
居
住
用
に
供
す

る
建
物
を
建
築
す
る
際
、
居
住
部

分
の
基
礎
地
盤
高
が
「
災
害
危
険

設
定
水
位
」
以
上
で
な
い
住
宅
の

建
築
が
で
き
な
く
な
り
、
住
宅
の

建
築
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、

「
災
害
危
険
設
定
水
位
」
以
上
に

基
礎
地
盤
高
を
個
人
で
嵩
上
げ
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
を
建
築
す
る
際
は
、

基
礎
地
盤
高
が
「
災
害
危
険
設
定

水
位
」
以
上
で
あ
る
こ
と
の
確
認

の
た
め
、
事
前
に
「
災
害
危
険
区

域
内
に
お
け
る
建
築
認
定
申
請
書
」

を
東
郷
町
長
へ
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
事
業
を
行
う
鳥
川
集
落
の

町
道
鳥
川
線
沿
線
と
県
道
中
野
原

美
々
津
線
の
沿
線
、
福
瀬
下
村
・
上

村
集
落
の
町
道
福
瀬
線
か
ら
耳
川

に
面
し
た
区
域
（
一
部
を
除
く
）

と
県
道
中
野
原
美
々
津
線
沿
線
の

一
部
を
こ
の
「
災
害
危
険
区
域
」

に
指
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
「
災
害
危
険
区
域
」
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
用
地
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
　
「
災
害
危
険
区
域
」
を

明
示
し
た
図
書
（
図
面
）
を
役
場

建
設
課
で
縦
覧
で
き
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
■
茜
5
0
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
（
7
月
9
日
迄
受
付
し

た
分
）

◎
小
野
田
の
小
林
ミ
チ
子
さ
ん
よ
り

（
貞
義
さ
ん
逝
去
）

◎
福
瀬
の
新
名
　
整
さ
ん
よ
り

（
日
出
子
さ
ん
逝
去
）

◎
日
向
市
の
三
原
　
寛
さ
ん
よ
り

（
道
子
さ
ん
逝
去
）

◎
仲
深
の
田
中
　
馨
さ
ん
よ
り

（
中
野
ツ
ギ
ヱ
さ
ん
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
志
田
美
登
子
さ
ん
よ
り

（
袈
裟
夫
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
富
山
　
正
さ
ん
よ
り

（
朝
子
さ
ん
逝
去
）

一
般

寄

付

〕

　
小
野
田
の
那
須
浅
之
さ
ん
よ

り
快
気
祝
い
と
し
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
一
般
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟻
聾
霊
・
今
月
の
納
税
等
塞
蚕
夢

1曽介国9

草江墨

資保康
　　保産険
　　険
曇日税

222
・期期期
爆

▲
戸
籍
懸
よ
吻
u

（
6
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

高
舘

寺
原
・
［
A
l
・

　　三
@　河
@　有あ
@　梨・　　　1

ﾄ割舗砂・随・

梅
田
嫉

常
直
窃
氏
名

義　知［弘1裕幸i憲1三　治　　F 羅
者

小1羽：仲　福
�遠c1坂：深：瀬 住

所

結
婚
お
幸
せ
に

氏

住
所

都
農
町

光
　
教
　
　
小
野
田

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
　
　
　
名

年
齢

住
所

谷
岡
キ
ミ
エ

90

ﾎ

越
　
表

」
　
　
－
　
　
　
　
」
　
圏
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
新
名
日
出
子

77

ﾎ

福
　
瀬

…
幽
－
梱
貞
義

74

ﾎ

甲
斐
　
　
　
通

78

ﾎ
小
野
田
．
　
一
　
　
．
　
　
　
一
羽
　
坂

46

ﾎ

迫
野
内

溝
　
ロ
　
ユ
　
ミ

92

ﾎ

小
野
田

中
野
ツ
ギ
エ
　
　
　
一

小
野
田
圏
　
l
　
　
l
　
　
I
福
　
瀬

松
田
狂
喜

93

山
　
本
　
淺
　
一

78

ﾎ

志
田
袈
裟
夫

77

ﾎ

迫
野
内

富
山
朝
子
80

ﾎ

坪
　
谷

91●●・．
墨
暫凹凸

潅壼
．照i騰固

観
σ

縞
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◎『裏㌔晶④、

σ爆高松保育園ゆ

議
’
　
　
。

摩
　
握

　　

@
州
，
斑
銑
瀦
，

．
．
鳶
羅
舞

、、
@
幾
パ
．
コ

▲「ピーマンちぎり」

　　　　　寺迫区山ノロ
　　　　　　　　　か　　　ほ
　　　　　田島可穂さん（6歳〉

　　　　　父　基貴さん
　　　　　母　由紀子さん

ト．　　　　○好きな食べ物は何ですか？

　7　　　ぶどう、サラダ、
1　　　　　カレーライス、もも

　　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　　　鉄棒（さか上がりがで
緊　　　　　きた）、うんてい、ブラ

引　　　　ンコ、プール遊び

　　　　　○大きくなったら何に
　　　　　　なりたいですか？

　　　　　　ケーキ屋さん

寺迫山ノロ

　　　　さき
中川　　咲さん（6歳）

父　哲治さん

母可奈さん
○好きな食べ物は何ですか？

　ケーキ、ぶどう、

　卵焼き、トンカツ

○好きな遊びは何で
　すか？
　ブランコ、プール

　遊び、うんてい

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　ケーキ屋さん

§．

す

登、

A
一
、
一
一

馨
　
　
ゴ

▲「わたしとおともだち」

　　ヨ　　　　　　　

翻◎誘籐
虞賞賞賞賞囲賞賞翼
秋にはきれいな

　コスモスを

　仲深のやろうかい野々崎（大
石喜太男会長）↓ま、7月11

日（日）、地区内の休耕田に
コスモスの作付けを行いまし
た。

　作業は、老若男女一十数名
が、協力し合い梅雨明けの猛
暑の中行いました。

　秋には、きれいなコスモス
が楽しめることでしょう。
　会員は、野々崎の眼鏡橋付
近の景観整備なども取り組ん
でいます。

・
ゑ
紙
」
牧
水
の
う
た
の
解
説

都
甲
欣
一

上
つ
瀬
と
下
つ
瀬
に
居
り
て
を
り
を
り
に

呼
び
交
わ
し
つ
つ
父
と
釣
り
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
松
）

　
こ
の
歌
は
、
昭
和
二
年
の
正
月
「
鮎
つ
り
の
思
い
出
」
と
題
し

て
詠
ん
だ
二
十
五
首
の
中
の
作
品
で
、
第
十
五
歌
集
「
黒
松
」
に

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
生
家
前
の
坪
谷
川
の
清
流
に
は
鮎
が
た
く
さ
ん
棲
ん
で
い

た
の
で
、
少
年
時
代
の
牧
水
は
よ
く
鮎
を
釣
っ
た
。

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
「
命
の
砕
片
（
伊
藤
一
彦
著
）
」
で
は
、
歌
の

意
味
を
「
川
上
に
あ
る
瀬
と
下
流
の
方
に
あ
る
瀬
に
そ
れ
ぞ
れ
い

て
、
と
き
ど
き
呼
び
合
い
な
が
ら
父
と
魚
を
釣
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
」

と
説
明
し
、
さ
ら
に
「
少
年
の
牧
水
は
↓
人
で
釣
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
父
と
釣
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
歌
は
仲
睦
ま
じ
い
父
と
子
の

姿
が
読
者
に
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ぶ
。
　
『
を
り
を
り
に
呼
び
交
わ

し
つ
つ
』
の
平
明
な
表
現
に
深
い
意
味
あ
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
」
と

も
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
牧
水
百
歌
（
志
垣
澄
幸
著
）
」
で
は
「
こ
の
歌
は
、
牧

水
晩
年
の
作
で
あ
る
。
そ
の
渓
流
の
上
つ
瀬
と
下
つ
瀬
に
別
れ
て
声

を
か
け
あ
い
な
が
ら
鮎
を
釣
っ
た
父
と
の
思
い
出
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
と
き
父
は
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
。
歌
の
調
子
は
実
に

自
然
で
、
な
め
ら
か
で
あ
る
。
父
と
の
暖
か
い
交
流
が
感
じ
ら
れ
て

ほ
の
か
な
も
の
が
読
者
の
胸
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
牧
水
は
大
好
き
な
父
を
、
そ
の
父
と
過
ご
し
た
ふ
る
さ
と
の
自
然

を
い
ま
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て
い
る
。

牧
水
自
身
も
そ
の
時
死
が
も
う
す

ぐ
そ
こ
に
近
づ
い
て
い
た
の
で

あ
る
。
」
と
解
説
し
て
い
ま
す
。
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